
番号 項　　目 ※記載内容のポイント（参考） 備考

１． 出水期施工対象範囲 ・図面、工程表を用いて出水期施工対象範囲を具体的に明示

２． 施工手順
・出水期施工対象範囲の具体的な施工手順を明示
・有事の機能回復に配慮した部分施工を行う範囲及び手
順等を記載

３． 情報収集・把握 ・待避や機能回復等の判断基準となる水位や雨量等の具
体的な情報収集の手段を記載

４． 退避基準
・機能回復措置及び待避を開始する水位、雨量、台風等
の判断基準及び待避完了目標を記載
・退避準備のための体制を確保する時期等を記載。

５． 退避方法・ルート

・退避対象となる具体的な資機材リスト記載。
・退避を行うための資機材、労務等（体制）を具体的に記
載
・退避先及び具体的なルートを記載
・退避に要する時間を待避基準との関係が解るよう具体的
に記載

６． 退避体制及び連絡系統 ・機能回復措置及び待避に要する具体的な人員及びその
連絡系統を記載

７． 防災措置 ・流出防止措置の具体的な方法を記載
・部分施工箇所の機能回復を行う具体的な方法を記載

８． 出来高確認の時期・方法
・出水等の前に出来高確認を行う時期を具体的に記載
・出水等の前に実施する出来高確認の方法を具体的に記
載（発注者立ち会いによる確認の他、受注者の自主確認
方法も含む）
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出水期施工に関する施工計画書標準的記載項目


